
第 1531回 

2024 - 2025年度 第 6回  
令和 6年 8月 26日 

【例 会】 

・「我等の生業」（ロータリーソング） 

 

1. 閉会・点鐘 18:30  

2. 食事と交歓 

 

来訪者紹介 

なし 

友情の握手 

 

会長スピーチ（宮部 康弘 会長） 

 本日は会員増強フォーラムです。山口

委員長、田中副委員長を中心としてよろ

しくお願いいたします。 

 さて、本日のフォーラムに向けて会員

増強で大きな成果を上げた高崎ロータリ

ークラブの例をお伝えします。本日の参

考になれば嬉しいです。高崎ロータリー

クラブは群馬県高崎市にあるロータリー

クラブです。２０１４年から２０１５年

の１年間で会員が６４名から１１５名で

５１名増えています。高崎市は人口約３

７万人。熊本市は約７４万人なので約半

分ほどの人口になります。 これは驚異的

な数字と思いませんか？では、なぜ高崎

ロータリークラブがそれほどの会員拡大

ができたのか？その取組みをお話します。 

 

 

いくつかありますが、メインの取組みは

毎月の会員増強会議を例会とは別に行っ

た、という事です。夜にアルコール付き

で集まり、参加者は候補者を事前に紙に

書きそれを中心に進行する、という事で

した。その中でダブりがある候補者もい

るのでそれをまとめ、ダブりが重なる候

補者にまずは勧誘の電話をする作戦。も

しＡさんＢさんＣさんの共通の知り合い

が候補者にいたとしたら、まずＡさんが

その場で連絡し、反応がいまいちだと隣

のＢさんに変わり、そして更にＣさんに

変わるという人海戦術。それでも反応が

いまいちの時は次の日の朝一３人で訪問

するという夜討ち朝駆け戦術。これでほ

とんどの人は入会するそうです。これを

実践するにあたりメンバーから「こんな

手間暇なんてかけられない」と反論もあ

ったそうですが、その時の会 

長である田中久夫さんは「手間暇かかっ

て当然だ、そんな考えでは永遠に会員増

強などできない」と言い放ったそうです。

また、候補者を集めてのロータリー説明

会を積極的に行ったり、全メンバーに勧

誘３種の神器「入会申込書、クラブの簡

単なプロフィール、ロータリーそのもの

を説明する資料」を携行してもらい、 タ

イミングあれば勧誘できる環境づくりな

どなど、他にも随所に会員増強に向けて

工夫がなされていました。 詳細は「ロー

タリークラブに入ろう」という本に載っ

ていますのでぜひ一読下さい。 

9／ 2 「熊本グリーンローターアクト活動方針発表」 

９／９ 「三村彰吾ガバナー公式訪問」１２：２０～食事／１２：３０～例会 

（熊本東・熊本城東・熊本グリーンＲＣ合同例会）★夜の例会を昼に変更 

９／１６及び９／２３ 祝日休会 

９／３０「南区スポーツフェスタ・アクアスロン熊本大会報告」                         



 

最後に当時の田中会長の勧誘の殺し文句を披

露して終わります。人生に暇をしているな、

という人が目の前にいたらこう言うそうです。 

「ラテン語のフィニッシュには２つの意味が

ある。１つは終わり、もう１つは目的。死は

誰にでもやってくる。それを引き延ばすだけ

が生の目的ではない。死の前の生が充実する

事が本当に意味あることなんだ。君の人生に

はロータリーが必要だ。 」以上です。 

 今日も欠席されているメンバーへのメーキ

ャップへの勧誘をお願いし、会長の挨拶とさ

せて頂きます。  

 

幹事報告 （河島 一夫 幹事)  

<例会変更・取り止め> 

●例会取り止め 

[熊本’05 福祉 RC]  

9 月 17 日（火）と 9 月 24 日（火）の例会は、

祝日週であるため、例会を取り止めます。サ

インメーキャップは行いません。 

[熊本中央 RC]  

9 月 20 日（金）と 9 月 27 日（金）の例会は、

祝日週であるため、例会を取り止めます。サ

インメーキャップは行いません。 

 

出 席 報 告  （齋藤義鷹会員） 

 

ス マ イ ル （山下 佳介スマイル担当） 

●宮部康弘 君、河島一夫 君 

「本日は会員増強クラブフォーラムです。山

口委員長どうぞよろしくお願い致します。」 

 

●山下佳介 君 

「今日は会員増強フォーラム、私が3年間委員

長を務めて、今年は山口委員長主導のもと行

われます。あと5名増となるよう、有意義な会

になるといいですね。又、久し振り例会参加

の齋藤くんに感謝のスマイルをします。」 

 

●山口 翼 君、荒木一之 君、田中慎二 君、 

栗山義則 君 

「本日は会員増強クラブフォーラムとなりま

す。皆様、会員増強の為ご協力お願い致しま

す。」 

 

3. 例会プログラム 

 

「会員増強クラブフォーラム」 

山口 翼会員増強委員長  

基調卓話の後テーブル討議 

 

 

 
会員増強クラフブォーラム  

山口翼委員長より基調卓話 

  会 員 総 数 19名    出 席 率 

８ 

月 

26 

日 

出席免除会員数 0名   

  

  

５７．８９％ 

計算上会員数 19名 

出席会員数 11名 

７

月 

29 

日 

前回の出席会員数  名   

  

 

休 会 

メークアップ数  名 

修正出席会員数  名 

メークアップ済み会員及びメークアップ訪問先 

な し 



 

 
テーブル討議の様子 

 

 
テーブル討議の様子 

 

４. 閉会・点鐘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🔳 地区のニュースより 

GG2459440プロジェクトの参加 

（熊本東南 RC） 

2024年 06月 26日 

地区ロータリー財団 

グローバル補助金委員会 

委員長 彌冨 照皇 

 

 6月 16日、熊本東南 RC中島祐爾会長を

はじめ、４名の会員及び１名の会員家族と

共に、姉妹クラブの台湾板橋南区 RC主催

の GG2459440の腎臓病予防・宣伝指導キャ

ンベーンに参加しました。 

 このプロジェクトは宜蘭市と板橋市の 2

ヶ所でキャンペーン活動が行われました。 

 当初、定員 500名のプロジェクトでした

が、最終的には合計 525名の地域住民が今

回のキャンペーン活動に参加され、健康診

断を受けることができました。 

 自治体の保健所も今回のキャンペーン活

動を利用して、乳がん検診車及び子宮がん

検診車を設置し、健診活動に加わりまし

た。 

 

GG2459440 

プロジェクト総額：45,000ドル 

2720地区の DDF：5,000ドル 

熊本東南 RCの現金拠出金：3,150ドル 

  

 2720地区の皆様からの寄付をいただ

き、感謝申し上げます。 

 今後とも DDFの有効利用を期待し、各ク

ラブからのグローバル補助金の申請をお待

ちしております。 

 

 



 
モンゴル米山学友会 創立 10 周年記念式典開催 

7 月 20 日、モン

ゴル米山学友会の

創立 10 周年記念式

典がウランバート

ルホテルにて開催

されました。会場に

は、モンゴル出身の

米山学友のみなら

ず、韓国米山学友会

会長の朴在泳
パクジェヨン

さん（1995-97／仙台泉ＲＣ）など、

海外からも米山学友が出席。日本からは、当会

の小沢一彦名誉理事長、若林紀男理事長、滝澤

功治副理事長、相澤光春副理事長、田中久夫常

務理事をはじめ、数十人のロータリー会員が出

席しました。来賓としてモンゴル国文部大臣、

日本国の井川原 賢駐モンゴル特命全権大使が

出席されるなど、会場には総勢 140 人が集まり

ました。 

当日の式典では、2022 年から同学友会会長を

務めたセデバザル ウドワルさん（2010-12／下

野上三川ＲＣ）が退任し、新たにバャンバット 

トゥメンデルゲ

ルさん（2014-15

／大阪東ＲＣ）

が 7 代目の会長

に選任され、そ

の就任式が執り

行われました。

続く分科会では、

3 つに分かれ米

山学友や日本のロータリー会員が卓話を披露。

その後、最後のプログラムとして、華やかな祝

賀会で締めくくりとなりました。 

翌日は参加希望者に向けた遊牧民・大草原体

験プログラムが開催され、テレルジ国立公園内

での乗馬体験や、民族コンサート鑑賞などが開

催され、モンゴルの文化を体験しました。 

これまでに日本の数多くのクラブと協力し、

モンゴル図書館プロジェクトによる図書室設立

や、医療機関への寄付・医療機器寄贈など、多

数の奉仕活動を行っている同学友会の今後のさ

らなる活躍に注目です。

2025 学年度奨学生の募集を開始 
来年 4 月採用の新規奨学生募集が始まりまし

た。各地区の米山記念奨学委員会が選定し、当

会選考・学務委員会と常務理事会の承認を経た

指定校は、全国で 586 キャンパス（前年度 563

キャンパス）。指定校からの被推薦者数は 1,909

人（同 1,789 人）で、この中から新規奨学生約

700 人が選ばれます。今回、初指定校は 15 校。

また、5 地区が例会に通える範囲の地区外の大

学を指定。大学・大学院以外を対象とする地区

奨励奨学金は、13 地区（同 14 地区）38 校（同

39 校）となりました。当会からは 8 月 6 日に、

全指定校に宛ててメールで通知しました。各地

区米山奨学委員会では毎年、学校説明会や担当

者との懇談を行い、事業の目的に適う多様な人

材を採用しようと努力しています。指定校から

の応募締切は例年通り、10月15日となります。 

※指定校一覧、募集要項・申込書式は、当会ホ

ームページにて公開しています
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